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ST15.pdf

	1. ST15:フェミニズムと積極的差別是正措置
まとめ
積極的差別是正措置とは
逆差別の論理とその応答
何のための優遇か(1):歴史的不正義の是正および賠償
何のための優遇か(2):社会的利益
社会思想(SocialThought,TCUE2023)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	2. 出生時に割り当てられた性別とジェンダー・アイデンティティ（性自認、性同一性)が安
定的に合致していない人をトランスジェンダーと呼ぶ。
性別移行は長期的かつ困難を伴うものでその場限りのものではない。
就労や医療アクセスなど極めて基本的な利益すら損なう差別が存在する。戸籍上の性別
変更のハードルを下げることで、当事者の性自認と社会的な身分としての性別の齟齬は
大きく解消される。
当事者の悩みも多くは性別変更に関わるもの。トランスジェンダーはこれまでも人口1%
は存在しておりトイレや公衆浴場など大きな問題を起こしてきたわけではない。マイノ
リティがマジョリティを脅かしているという認識自体が偏っている。
仮に公衆浴場でトランス女性とそのフリをした犯罪者が見分けらないというのもシス男
性の問題であって少なくともトランス女性が差別される理由ではない。
ST15:前回の復習
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	3. 周司あきら・高井ゆと里『トランスジェンダー入門』集英社新書からの引用
トイレ問題
女性として生活しているトランス女性が女性用トイレを使うことは日常的なことだし
色々考えて多目的トイレを使うひともいる(p.98)
公衆浴場や旅館
陰茎の切断を経験していないトランス女性は公衆浴場の利用を避けるか自力で交渉して
貸し切りなどの合理配慮を受けてきた(p.166)
スポーツとその公正さ
トランスジェンダーは性別を前提とするスポーツから排除されてきた。このトランスジ
ェンダーがスポーツ界を席巻しているわけでもない(p.170-171)。
ST15:前回の復習
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	4. (1)どのような問題に注目してきたのか？
構造的に有利なひとが無視および隠蔽してきた経験に含まれる不正に注目する
ケア活動（家事、介護、育児）
リプロダクティブな活動（妊娠出産）
結婚、性愛、ポルノグラフィ、ハラスメント
-これらの問題は、実際に、オーソドックスな政治学や法学では＜公私二元論＞とそれに基づ
く制度的志向によりあまり注目されてこなかった。
-e.g.J.ロールズ『正義論』:正義とは権利分配を行う制度の問題である
ST15:まとめ(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	5. (2)どのような不正であると主張してきたのか？
社会的地位に由来する不正義
特定の地位にあることで不利益を被るという意味で一般的な権利侵害とは異なる
e.g.シングルマザーであるだけで貧困に陥るリスクが高い
構造的不正義(structuralinjustice)
具体的には？
-抑圧／適応的選好形成
-性的モノ化／性的同意
認識的不正義(epistemicinjustice)
-証言的不正義
-解釈的不正義
ST15:まとめ(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	6. ではこうした不正義はどのように是正されていくべきなのか。むろん個人としてできる
こともあるかもしれない。しかし構造的不正義でも認識不正義でも、不正義を生み出す
社会構造ないしステレオタイプな偏見は、ほぼ無意識のうちに（＝意図しない形で）再
生産されることが前提となっていた。
そこで個人ではなく制度を通じて社会構造を変革する一つの手段として「アファーマテ
ィブ・アクション（積極的差別是正措置）」に注目する。
今日のタスク
(1)アファーマティブ・アクションが何かを理解する、(2)アファーマティブ・アクショ
ン批判ないしその応答を理解する。
ST15:今日のタスク
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	7. アファーティブ・アクション(affirmativeaction:AA)
女性やマイノリティが歴史的に不利益を被っていたり差別を受けてきた雇用、教育、文化な
どの分野において、その集団を代表する個人を優遇する政策的な措置のこと
このような政策が、性別や人種といった特徴を基準とした優遇する措置となる場合、AA
はアメリカなどで激しい論争を引き起こしてきた。
特定の集団を優遇する＜根拠＞と＜その方法＞が問題になる。
ST15:積極的差別是正措置とは(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	8. もう少し具体的に
場面は？
大学の入学審査、会社や教育機関の雇用、要職への登用、国会議員の議席数、官公庁と
のあいだの契約、公営住宅の割り当てなど
→問題となる機会や地位の公共性が高い場合にAAが設定される傾向がある
方法は？
同評価なら優先する、予め評価を加算する、優先枠を設定する（クォータ制）
ここではAAの古典的な事例である大学入学試験を確認しておく。
アメリカでは白人アメリカ人と黒人アメリカ人には著しい進学率の格差。この格差は、
親の収入と教育水準の格差を反映している。2015年において白人家庭の貯金と資産は平
均で黒人・ヒスパニック系家庭の約10倍である。
ST15:積極的差別是正措置とは(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	9. RegentsofUniversityofCaliforniav.Bakke,1978年
カルフォルニア大学デイビス校医学部は入学者100人のうち16人を優先枠とするクォータ制
を採用していた。白人男性アラン・バッキはAAによる認められたほとんどの黒人より成績が
良かったが入学を拒否された。バッキは大学に対して訴訟を起こした。
→裁判ではAAの意義とその方法が問われた。
ST15:バッキ事件
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	10. AAは白人に対する逆差別(reversediscrimination)である
功績／デザート(desert)に基づく主張
能力や成果に相応しい利益や報酬を得られるのが公正な社会である
e.g.バッキは入学したほとんどの黒人より良い成績を残したにも関わらずその入学が認
められないのは不公正である
平等(equality)に基づく主張
性別や人種、障碍などの特徴に基づいて扱いを変えないのが平等な社会である
e.g.バッキが白人男性であるという理由でその入学が認められないのは差別である
→これらの主張はどのように退けられるのだろうか？
ST15:逆差別の論理とは？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	11. 功績／デザート(desert)
マジョリティの能力や成果は既存の格差や社会構造を反映している
e.g.バッキの成績は白人男性として有利な地位を反映している。その社会に黒人差別が
なかったとしたらバッキはほとんどの黒人より成績が悪いかもしれない。
平等(equality)
形式的な平等を乗り越える＜正当な理由＞がある場合その不平等は差別ではない
e.g.大学入試で障碍者に別室受験のような特別扱いが認められたとしてもそれは健常者
に対する差別ではない。それは障碍という特徴を基準にして扱いを変える＜正当な理由
＞があるからである。
→この＜正当な理由＞とは何であるのか？
ST15:バッキ側に対する応答
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	12. 目的と手段の適切な関係
制度や政策はどんなものであれ＜手段＞である。
問題はその手段が制度や政策を行う目的からして適切であるのか否か？
e.g.医療政策が老人や障碍者を優先して援助することを差別とは考えない。それは年齢
や障碍という特徴を基準にして扱いを変える＜正当な理由＞があるから。
AAは性別や人種といった特徴を基準とした優遇措置である。
AAの正当性はその目的＝理由に依存する。
→ではAAはどういった目的=理由で行われるべきなのか？
つまり何のために優遇するのか？
ST15:正しい理由とは？
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	13. 1.医学部と医療関係職の歴史的な黒人不足を補うため
2.社会的差別の影響に抵抗するため
3.現在十分なサービスを受けていないコミュニティでの医者の数を増やすため
4.学校全体の人種的な多様性による教育的利益
ST15:大学側の言い分
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	14. AAは歴史的不正に対する是正および賠償である
是正および賠償責任（＝匡正的正義）
e.g.黒人は歴史的に教育という分野において排除されてきた。この不正義を是正ないし
賠償するために、大学入試で黒人を代表する個人を優遇することは正しい。
→大学側の言い分(1)、(2)
cf.ST10:E.ブレイク「最小の結婚」論
懸念は？
大学入試は是正および賠償の場であるべきなのか？
とくに歴史的不正義は過去の被害者と加害者が現在の利益者と負担者に一致しない場合
が多い。これが現代世代の不満を生み出す可能性がある。
e.g.韓国併合時の韓国国民と日本国民／現代世代の韓国国民と日本国民
ST15:歴史的不正義の是正および賠償
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	15. AAは社会的利益を生み出す
どんな利益があるのか？
大学教育の目的＝社会的なリーダーを育成すること
実践的な利益
多様な階層から社会的なリーダーを輩出することで社会正義が実現される
e.g.黒人を代表する医者が増えることで歴史的に医療という分野において排除されてきた
黒人コミュニティの医療アクセスがよくなる
認識的な利益
多様な階層から社会的なリーダーを輩出することで社会的な知識が蓄積される
e.g.女性を代表する医者が増えることで女性のほうが認識したり言語化しやすい問題に気
づきやすい
cf.解釈的不正義
懸念はないのか？
ST15:実践的／認識的な利益(1)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	16. AAは本当に社会的利益を生み出すのか？
経験的な問題
e.g.スクールバスで教育レベルの高い高校に黒人を通わせたり、大学入試で黒人を優遇
することは、黒人の社会的地位を高めるのか？
Yes:優秀な教育機関に入学した黒人は社会的に成功する可能性が高い
NO:教育機関でのミスマッチ仮説。例えば、実力以上のロースクールに入学した黒人は
成績で落ちこぼれる。(1)黒人の退学率の高さ、(2)黒人の不合格率の高さ、(3)ロースク
ールでの成績が就職に響く。
経験的な問題もデータの不完全さが理由ではっきりとしていない。
ただし制度や政策は社会的利益の他にコストとの相殺も問題になる。
ST15:実践的／認識的な利益(2)
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	17. 今日のお題
AAについてでもフェミニズムについてでも講義全体でも自由にどうぞ。
再確認だが、リアペは（投稿欄の名前欄は無記名にすれば）教員以外には誰が書いたか
のかはわからない。
その他、通常のリアペとして。お題以外について書いても問題ありません。
ST15:learnwizone
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
  


	18. ST16:テスト。teamsの投稿で持込条件など確認するように。
ST16:次回
福原正人:nonxxxizm@icloud.com
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